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独立分詞構文  

一変る，かわる，言葉は変る－Ablativus；Dative；   

Objective；Nominative．－  

一英語の語源と由来一  
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4．中期英語での状況  

5．まとめと鳥日敢  

1．現代英語での状況   

現代英語で，分詞が中心語となって可愛い恰好の－・まとまりの旬を成し，  

主節と，何となく程良く離れているかとも離れていないとも思える程の，  

しかも形容詞旬的かともまがうような副詞句的な係り方で働くものが，分  

詞構文と呼ばれるものである。その場合，－・般には論理＿L．の主語が主節の  

主語と一・致しているものである。  

（A）－L般型分詞構文   

ふと心に上ってきた状況を英語で表してみて，その－・ニの用例を先ず示  

しておく。  

（1）a．Openingthedoor，themanfoundaboysleepingthere．  

b．Openedviolently，thedoormadeabignoise．   

その，分詞構文と主節の，係り方は母国語人の直感，内示的（implicit）  

な理解であるが，それを今度は可視的明示（explicit）になるように，普通  

の節表現で書き替えておこう。   
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8  
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（1′）a．Whenheopenedthedoor’，themanfound aboysleeping   

1  

there．  

b．Asitwasopenedviolently，thedoorImadeabignOise．  

すると（1）を図解入りで示すと次の通りになる。  

ndab。ySl。eplngth。re．  （1り a．  

b．  

thedoor，the  

violently，theddor－mえdeabignOise．   

そして結局，形式化してしまうと，次の通りになる。  

（2）に㌘トⅩ，況・Y 山戯儲分詞紺  ……  一般型分詞構文のパターン1）  

＝可能な変数的語句 

；） ］  

～ing＝現在分詞 S＝主語  

［ 

伸し’  

～ en＝過去分詞 Ⅴ＝述語動詞 Y  

（B）独立型分詞構文   

今上で全く形式化した1、（A）（2）と対照がよくいくように，こっちも形  

式化から入ってみると，次の型の分詞構文がある。  

（1）拝三㌘）・Ⅹ，黒  ＋Y…… 独立型分詞構文のパターン   

この形式に合った例文を，先の（A）（1）の例文とよく紫りがでるように  

又造り上げてみよう。  

（2）a．Heopening・thedoor，Ifoundaboysleepingther－e．  

b．Thedooropenedviolently，Istoodupfr■ightened．   

このように今度の分詞構文は，やはり大きい木の幹の・－・つの杖ではある  

が，もう分家でもしそうな形をなしていて自分だけの新しい主語を持って  

いる。 そういうわけで独立分詞構文と言うのであろう。   

2．独立分詞構文の英語での源ⅦDativeAbsolute．  

皆さん，小川の源を訪ねたことがありますか？湧き水，泉です，清い小  

注1）このパターンは文の主語がどのような支配関係にあるかを，分詞構文の成り立ち  

と共に明示したものであり、分詞の諸形態，分詞構文の位置，接続詞＋分詞構文  

等他にも諸現象がある。   
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独立分詞構文  19  

砂が躍っている，水の小さな塊が小踊りしている，辺り一層清い砂で腐葉  

土はない。昔々の英語の源流に遊ぶ時色々と珍らしい現象に出道って心躍  

り，目を見はるであろう。この独立分詞構文にしても又そうである。   

英語として－・番古い方の用例として私が見出した古期英語時代のものか  

らのは，元来多くは使われなかったのであるが，次のもの等である。   

（1）a2）．Gyfhesunnanscinend〈y〉e∂記tde∂，hebibscyldig’「SWelte  

he：且方0上）．XXIト3  

（＝Ifhethesunshiningdoesthat，hewillbeguiltyanddie：）3）  

b4）．Him ∂a soplice bas ping pencendum，Dr’ihtnes engelon  

swefnum記tyWde，andhimtocwzep，…肋ttheu｝I－20  

（＝He then tr・uly thinking・these thing－S，the Lord′s angel  

appearedinthedream，andquothtohim，‥U）  

c．And，himforlaetenum，heferde．A4bttheu）ⅩⅥ＿4  

（＝And，theyleft，hewentforth．）   

これらの中で，先ず（1a）はGyf節中のSとVの聞に割り込んだ独立型分  

詞構文であることをより解り易くす－るため関係簡所をタロ、－・ズ・アップし  

て，語順を－－・部入れ替えて，より普通の姿で眺めてみると，先ず次の通り  

になる。   

（1］）a．Sunnanscinendr・e，hede8 ∂aet”   

故意に－＝つの独立文にしておいた，先のMod Eのパター・ン（B）（1）  

とも，細くは01dEnglishの独立型分詞構文はそれと合致しない所もあるが，  

輪廓上合って解り易いように。事を荒削りにして述べると，Sunnanはsun  

＋㈹eth 
のこと，SCinendr・eはshiningのこと，de∂はdoes順形don ＞doeth  

→deth）であり，∂記tはthatであるというように理解いただいておくこと  

注2）OE版HepfateuchLこ1例だけ見出せたもの。拙著（1993）『OLD ENGLISH  

HEPTATEUCHの言語研究』香川大学教育学部研究詰寄3．のⅨ．b．分詞構文参照。   

3）ModE訳は著者による。以下同じ。   

4）Bosworth，J（ed．1888）TheGothic＆Anglo－SaxonGos？elsinParallelcolumns  

紺i硝石毎l々γSわ柁5q／lりぐJ≠〝を＆ry乃dαねより，又次のbも同書より引札   
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20  菅 沼  惇  

にす－る。   

次に細かく述べると，SunはOEでsunneであって，弱変化女性名詞でこ  

のsunnanは－・般には対格／属格／与格単数と主格／対格複数の合計5通り  

の可能性を具えもって居り，それらの中でどれか1つがこの文中のしかも  

分詞構文という環境で分詞scinendreに束縛されて選ばれることになる。   

一L方OEscinendr・eは現在分詞scinendeの属格／与格単数女性の屈才斤形で  

あり，先ず主節hede∂∂zetに準動詞的なものが係ろうとして，「なだら  

かな状態的なもの」を表そうとして，tO不定詞でもない，動名詞でもない，  

分詞が選ばれたことになるが，その分詞が事もあろうに（そのことについ  

ては後述（3乃至4）する）先の2つの可能性の中「与格」が選ばれたことに  

なる。   

そしてその与格分詞が与格名詞sunnanに添えられて－・まとまりの旬になっ  

たのだ。大変細かなことに立ち至った。次に図式的にも整理しておく。  

但し，  

nom．＝主格  

acc．＝対格  

gen．＝属格  

dat．＝与格  
s．＝単数  

f．＝女性  

（）＝選択可  

〔〕＝性質  
＋＝性質有り   

scinendre   
＋（dat sf〕  

（1〝）a．sunnan  
＋（dat sり  選択  

＋〔〈≡ご）s〃f・ト礪性  

以上の局部的理解がいった後で，それを又原文に埋め込んで全貌的理解  

が生まれればよい。   

次に（1b）と（1c）の分析は次の通りである。  

（1”）b． 些型  
＋（dat s m）  

∂as Ping Pencendum，  
＋（dat s m〕  選択結果  

可能性   
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独立分詞構文   

（1”）c．  him5）  forlzetenum，  

21   

選択結果  十〔datp】）  ＋〔datpり   

可能性  

これら（1．”b．）（1‖′′cい）は分詞の論理的主語が，どの与格にせよ，兎に角  

与格（him）と可視的で判然としている。ただOE人称代名詞himは3人称  

単数男性／中性，及び3人称複数の合計3通りに曖昧性がある。そしてそ  

の曖昧性は，従って，前文のどの名詞・代名詞を指すかということだけで，  

解除される。又（1′′c）の分詞forlzetenumは数詞for・l2etanの過去分詞forlaeten  

が与格屈折をしたものである。   

以上のことを又形式化しておくと次の通りになる。   

i 1 「「  
（2）（ごr。n）・〈二；：de〉＋Ⅹ，N ＋V・Y 

，   

＋〔dat．．〕 ＋〔dat。〕  ＋〔nom．〕   

以上がOE期の独立分詞構文の姿である。そのようにModEでのその姿と  

は全く違った姿であったのだ。   

ただこれにはまだその前の源があったのである。   

3．その又前の源qAblativeAbsolute．  

古期英語に時として現れる独立型の分詞構文には又その源があったのだ。  

その源は先ずLatin（厳密にはVulgateLatin（俗ラテン語）である）6）であ  

る。先の2．烏）の元となる俗ラテンでの対応箇所をみよう。  

（1）a．Quodsiortosolehocfecer・it，er－itreussang■uinisetmor’ietur’。  

注5）このhimはdatplであるが，結局文脈からPharises（ファリサイ人）とSaduces  

（サドカイ人）のことである。   

6）拙論（1988）「分詞構文研究－－OE版，ⅤLatin版，ME版GEMSISにおいて」㌻研  

究報告』節Ⅰ部第72号，香川大学教育学部，参照。   
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（＝Thatifthesunsprunghedoesthis，hewillbeguiltyofblood   

22  

andwi11die．）  

b．haecautemeocogitanteecceangelusDominiinsomnisapparuit  

eidicens…（＝buthimthinkingthese，beholdtheLor－d’sangel   

appearIedinadream，Sayinghim…）  

c．etrelictisillisabiit（＝andthemleft，hewentaway）   

先ず（1a）のOrtOSOleであるが，OrtOはor・ior・（＝arIise）のp。p。OrtuSの  

abl…（奪格）で（もしこれを現在分詞にするとoriensとなり，歴史で耳にす  

る古代0rientのことを思い出してよい。ただそれは英語化した語。）7），SOle  

はsol（＝Sun）のabl。で，又歌曲オー・ソレ・ミオ（OSoleMio）とかパ  

ラソル（parasol）とかsolarsystemが思い出されることだろう。そしてこ  

のOr・tOSOleが一・まとまりの句を成して使われたのである。そういう旬のこ  

とをラテン文法では奪格別句（AblativeAbsolute）というが後述する。  

（1b）では，COgitante8）がcogitar・e（＝think，COnSider・）のp…pr・eS．，（現  

在分詞）cogitansのabl．で，eOは指示代名詞is（＝その人）のabl．sg1．で  

その二つで奪格別旬の主要部をなしている。haecはやはり指示代名詞hic9）  

拝7）その辺のことについては拙論（1990）「私は病院でキリストに逢った－－～endeと  

－end；～enSと－ent－．英語の語源と由来」『…J放散帝研究』第37号，香川大学一一  

般教育部，参照。   

8）このCOgitanteからは読者はかの有名な哲学者の言Cogito，ergOSum（＝Ithink，  

thereforIam）を思い出してもらいたい。   

9）このhicという語は，何やら「ヒイツタ」が喉から出てきそうだが，やはりラテン  

語らしい語のト一つで，色々と玉三郎七変化どころか35変化もする小さな語である。  

読者の心は．そうそうもうShakespear・eのHamletの亡霊のところへと跳んで夢の  

小ではか、かと思うのだが，Ghostがモグラ（mole）のようにあちこちで“Swear，  

を繰り返すのでHamletが“Hicetubique？thenwe’1lshiftourground…”  

Ii”156と言ったラテン語過りのセ1）7の中のこのhicなる語を連想させる同類語  

であるし，又（1a）にhocが出ていて又々l一度関係が…！これはhicの中性対柄単  

数であり，今度は夢想－一一杯のShakespeareのセリ7ならぬ，－・dL転昧も素気もか、  

理詰めの現代言語学理論（GG瑠論）でuniversal性のないことをよくadhoc（こ  

こだけ（に限られている））と言っているそのhocに連ることばである。   
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23  独立分詞構文   

（＝this）の中性対格複数である。（その他下線部外の文の中にも（1a）の  

morieturとManismortal，…‖のmortal，（1b）のangelusとLosAngelus，  

apparuitとappeared，又肋mletには亡霊という英語が幾種類現れるか集  

めてみるのも面白い，その一つapparitionとか，VulgateLatin版Bibleに  

出るわ出るわのdicens（＝Saying）（それと対応してOE版L＊tateuchで  

はquothの頻出），この語を見たら又何を連想しますか？「お話好きの」文  

豪Dickensを連想して下さい。これ又丁度語呂合せも中味もよく合っていて  

面白い－アクセントだけが違っている。…等々ありますが（その他－・部注  

記5）6） 
している）もうこうなると止らない，止らない。ことば，ことば，こ  

とばのお話である。   

ここで又，次の通りにパター・ン化しておく。  

（2）（ニ。。）・〈二：：；）   
＋〔abl．〕＋〔abl．〕  

＋Ⅹ，（N＋） ＋Ⅴ＋Y1奪格別句（Latin）  

＋〔nom．〕  

〔ラテン語では必ずしも主語を必要としないので（N＋）とした。〕   

そして次に奪格別旬又は独立奪格の構文について説明をしておこう。   

奪格別句（AblativusAbsolutus）について  

ラテン語の格は主格・呼格・対格・属格・与格・奪格・地格（nom・Ⅴ？C・  

acc・gen・dat・abl・loc）である。そして奪格は分離・原図・手段・方法・  

時・場所というように諸関係を表すために使われる。この格は，先ずその  

名称通りに，「～から」というのが印象的な格で，Ablativusという語はauferIO  

（奪い去る）という語から出た語で，そのauferoはab＋feroが耽った語で，  

abは「～から」の意味の前置詞であり，fer・0は（ひょっとしたらferTyboat  

のfer・ryとも関係のある語）「遊ぶ」の意味の語であり，従って「人から物  

を奪う」というのがauf－er0という語である。   

従ってab＋奪格名詞・代名詞，又abはbが落ちてa＋奪格名詞・代  

名詞，又は前置詞なしに奪格名詞・代名詞だけでというように使われる。   
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次例のようなものである。  

（i）ユ0）a．etdiuidataquasabaquis，G且Ⅳ．I－6  

（＝anddividethewatersfr・Omthewaters，）  

b．［Deus】diuisitlucematenebr・is．GEN，Ⅰ－1  

（＝［God］dividedthelightfr・Omthedarknesses．）   

手段・方法・状態の意味で使われる奪格の例は次のようなものである。  

（ii）1りa．nequamquamultrainterficieturomniscaroaquisdiluuii，   

GE凡Ⅸ＿11  

（＝Ishal1never・ki11a11thefleshwiththediluvialwaters，）  

b．AgTicolaagrummagnacuraarat．  

（農夫は大いに注意して畑を耕す－。）  

c．CaesarLabienusinGalliammagnoexercitumisit．  

（カエサルはラビエヌスを大軍をつけてガリアへ送った。）   

この用法でもし前置詞を付けて表現するとcum＋奪格名詞・代名詞であっ  

た。   

そこで奪格別句であるが，奪梧奪格とあまりにもこの「奪う」格という  

直感が出過ぎると逆効果で，妙味から遠のくので，奪格の一・用法の手段と  

か方法とか状態というものをよく打ち出して感じれば妙味の方へ近ずくの  

だ。即ちこの「状態」的用法，上の用例（ii）の用い方の名詞・代名詞に形  

容詞や分詞が奪格屈折で添えられて一・まとまりの句になって色々な附帯状  

況を表すようになったのが奪格別旬12），別称独立奪格なのだと考えればよい。  

それならばちゃんと英語にもあるあのwith＋0＋Cの附帯状況構文のよう  

注10）この用例はabが拙編（1989）F’GENESISIN4VERSIONS－OE，ME等への  

入門として』からである。付属のModE訳も私の試訳である。  

11）（iia）はBibliaSacraiurfa th［LgatamClementia飾よl），又（iib，C）は田中秀  

央（19512）『ラテン文法入門』p39他からで，付属の日本語訳もそのままの転載  

である。これは43年も昔のなつかしい大学数悲部の時のテキストである。様にい  

た仏文げ竃）の友人は今英人学の仏文学教授。紙というものは本当に強いもの  

である，明後の藁｝ド紙なのに，だから可愛い，今時の本は紙が良過ぎて重過ぎる。   
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独立分詞構文  25  

なものである。ラテン語もcum（＝With）が付いたり付かなかったりする  

し，英語もそうである。そしてそれらをまとめてKr・uishinga13）はFreeAdjuncts  

と呼んだ。あれを思い当ればよい。奪格別旬の用例はもう先に挙げた。   

4．中期英語での状況  

古期英語の時代からずっと4世紀も時が移るとWycliffe訳聖書では特に  

その前版訳にVulgateLatin版からの直訳的な独立型分詞構文が移しく現れ  

る】4）。丁度対照がよく効くように2（1a，b，C）の対応箇所を列挙する。  

（1）ahandifthesunnesprongehedothat，hehathdoonmanslaughter；   

andheshaldie．EXOD XXII－3  

b．Sothelyhymthenkyngethesethingus，lo！theangelofthe   

Lord aperideinsleepetohym，Sayinge，…Maiiheu）Ⅰ－20   

c．Andhemfor・Saken，hewenteawey．Mattheu）ⅩⅤⅠ－4   

中期英語時代も後半期では，屈折も，品詞によってはかなり塩存されて  

いるものもあるが，名詞・代名詞は合流して単純化しているので，OE版で  

は与格を使っていた（1a）のsunnanもここでは通格のSunne，又人称代  

名詞便周例の（1b，C）もOE版では対格hineとくっきり区別のあった与格  

himのhimが使ってあった処がここでは目的格hymが使われているし，又OE  

版では対格higとしっかり区別のあった与格him（これは複数）を使ってい  

た処をここでは区別のない目的格hemを使っている。  

手i‡12）ところがギ1）シヤ語にはGenitiveAbsoluteといって属格が，或は又対格が使われ  

るものまである。その所以は何なのかは今後の研究の為にとこゝでビーコンとし  

て注記しておく。次の例等である。新約の英訳はギリシャ語訳からである。  

rα訪α∂さαふ0；擁りβ品明ゞ，ほ0ら，みγdβゞ点呼ん〝αT O叩 g扉叩 ｝J／  

αみ¢，入みαy，加ゎ汀如髄Ⅰ一紬（rカgg喝Jねゐ助〟♪毎より）  

（＝andthenhisconsidering，behold，theLord′sangelappearedinthe  

dream，andsaid，）  

13）Kruishinga（1932）2090N  

14）拙論（1988）扉＝カ   
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そして使用分詞も屈折を失している。尚（1a）の分詞であるが，このSprOnge  

はspringenのp．．p．の一一層である。Sprungenという形態がp‖pと判断し易い  

形態であろうが，まあここではspr・Ongeが使われていたというだけのことで  

ある。ただもしy－でもついていたらもっと判然としたであろうが。   

更に又そのp‖p．を使ったことについてであるが，OE版ではscinendreと現  

在分詞を使用していて，両者が合致していないことである。又丁度今度は  

Ⅴ”Latin版の対応箇所を見て貰えば判るが，そこではorto即ちortusという  

過去分詞を使っている。そこでWycliffe版の方はそのLatin版をそのまま移  

植して過去分詞を使ったのであろう。OE版は微細な点ではやはり変な感じ  

がするが，現在分詞使用という大局的には素直であるが，ME版は微細な点  

での奇妙さは失くなったが，過去分詞の使用は異様である。   

とは言え，まあそのように移しく移植されたのである。そこでそれらを  

パターン化しておくと次のようになる。  

′
i
 
′
l
 
 
 

＋
 
 
 
＋
 
 

ge ）＋Ⅹ，  （A）＋〔慧）  

（B）票：冨？  

N＋Ⅴ＋Y  
＋〔nom〕  ‥…独立分詞構文の   

パタ・－ン（ME）  

（2）  

e
 
 

g
 
 

n
 
n
 
 

・
1
 
 
e
 
 

＋Ⅹ，N＋Ⅴ＋Y  
＋〔no汀l）  

5．まとめと鳥峨   

最初ラテン語で奪格別句（AblativeAbsolute）で，論理的主語に当る奪  

格の名詞・代名詞と同じく奪桁の分詞を並べて，分詞は目的語等をとりな  

がら，－一つのまとまりある状態的旬をなして使われていたものを，古期英  

語期から英語に採ー）入れたが，英語には奄格はなく，それとかなり類似し  

た用法をもつ与格を利用して論理的主語を与格の名詞・代名詞で表し，そ  

れに同じく与格の分詞を添え，分詞は目的語等をとりながら，状態を表す  

－▼▲■、まとまりの句として使った。そして中期英語期になると一・般に屈折の平  

坦イヒが起るので独立分詞構文の論理上の主語には通格の名詞，又代名詞は  

目的格が，使われ，それに普通の分詞が添えられて使われるようになり，   
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ー勿論心の中では与格と与格の古い名残りを感じながら書いたり読んだ  

りした人（学ある人）もいたかもしれないが－ そして遂には現代英語で  

は，代名詞は主格が使われ，名詞は適格が使われるがその通格の名詞も主  

格だ主格だと喉から手がでる程の潜在意識で書いているし読んでいるのだ，  

勿論添えられた分詞に与格性とか微塵も夢にだに思いもせずに。   

鳥嘩  

（三）  

〈； 

〔 

（1）VLlN（又Pr・On）＋   

J  

＋〔abl〕   

（2）OEN（又PrOn）＋   

↓   
－－！巾   

（3）ME：N（又PrOn）＋  

＋Ⅹ，（N＋）Ⅴ＋Y  

＋Ⅹ，N＋Ⅴ＋Y  

（ニギ）・Ⅹ，  

に三ニg）＋Ⅹ，  

N＋Ⅴ＋Y  

N＋Ⅴ＋Y  

＋（com）＋（ob】〕  

（4）ModE：N（又Pron）  
十〔nom）  

簡単に言うと，（琵→諾Ⅶ粁盈E）の通りに変ってきたことに  
なる。変る，かわる，ことばは変るである。   

以上英語の独立分詞構文についてその史的変遷の事実を辿ってみた。そ  

してこの終りに当って又，もう一つ思い当るこ とが起ってきた。それ即ち  

与格から結局は主格への移り変りのキとが気にかかるのである……・二属目  

的語構文の間接目的語を新主語とする受動文の発達でのあのJespersen理論：  

「与格→主格の理論」のことである15）。今後の研究の為の又一つの芽をここ  

に植えてど、－コンとしてこの稿を終る。  

注15）拙論（1992）「二慮臼的語構文の受動文－IOを主語化する構文の起源と発達に関  

するJespersen理論の検証」訂研究報告l第Ⅰ部第84号，香川大学教育学部。参照。   
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